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1リリース項目一覧

詳細概要対象対象機能NO.

別紙にて詳細説明しております。
機能追加です。
ARで表示(試用版)を追加しました。
オクルージョン機能、地面グリッド、影をつける設定、上からAR表示等が可能となっております。

モバイルアプリ
Webアプリプロジェクト一覧1

P.3,4 で詳細説明しております。機能改善です。
プロジェクト一覧で、ステータス、現場名のフィルタ部の幅を広げ、見やすく致しました。

モバイルアプリ
Webアプリプロジェクト一覧2

P.5 で詳細説明しております。
機能改善です。
データアップロード画面で、アイコン（Smart Construction Dashboardからインポート、Smart 
Construction Design3Dからインポート）の上にマウスを当てた際に、表示がでる様に致しました。

モバイルアプリ
Webアプリプロジェクト一覧3

P.6 で詳細説明しております。機能改善です。
プロジェクト一覧のリスト表示で、プロジェクト詳細に入る際の範囲をサムネイル部に限定しました。

モバイルアプリ
Webアプリプロジェクト一覧4

左記の通り。機能改善です。
全体的に、リスト表示時の見た目の体裁を整えました。

モバイルアプリ
Webアプリプロジェクト一覧5

Smart Construction Quick3D(以下SC Quick3D)のアップデートについて、
以下の日程・内容にてリリースを致します。
日程:日本時間 2026年9月29日(火)(予定) 18:00～20:00

(リリース作業中は、一時的にアプリが使えなくなります。)
(現行最新)今回リリースアプリ

Ver. 2.11.0Ver. 2.12.0モバイルアプリ

Ver. 2.11.0Ver. 2.12.0Webアプリ• Webアプリ :本リリース内容については自動的にアップデートされ、
ご利用者並びにご利用中のデータにも影響はございません。
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詳細概要対象対象機能NO.

左記の通り。

機能改善です。
SfM処理で取得した点群はGroupwareに保存されますが、初回はGroupware上に
「Quick3D」のフォルダ作成の必要があります。初回SfM処理を行う方の権限がGroupware上の
フォルダ作成の権限がない（「作業員（リーダー）、現場監督以外）の場合は、アラートを出す様
に致しました。

モバイルアプリ
Webアプリプロジェクト一覧6

左記の通りです。機能改善です。
点群表示方法を見直し、点群が見やすくなる様に調整致しました。Webアプリプロジェクト詳細7

左記の通りです。機能改善です。
精度検証の際、点選択がしづらいことがありましたが改善致しました。Webアプリプロジェクト詳細8

P.7 で詳細説明しております。
機能改善です。
精度検証の際に、特定の操作を行うと、誤差計算結果が0になる事象が起こっていましたが、改善
致しました。

モバイルアプリ
Webアプリプロジェクト詳細9



32．ステータス、現場名のフィルタ部の幅を広げ、見やすく致しました。

今後

従来



42．ステータス、現場名のフィルタ部の幅を広げ、見やすく致しました。

今後

従来



53．データアップロード画面で、アイコンの上にマウスを当てた際に、表示がでる様に致しました

アイコンにマウスオーバーした時に
説明が表示される様に致しました。



64．プロジェクト詳細に入る際の選択範囲を、サムネイル部に限定しました。

【並び替え:リスト表示時】

プロジェクト詳細に移動する際には、

従来は「行全体」が対象でした。

→誤ったクリック&タップで意図せずプロジェクト詳細に入る懸念
がありました。

今後は、「サムネイルのみ」を対象に変更致しました。

今後

従来
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【精度検証時】

精度検証時、点を選択した後に、「右上の精度検証ボタン」を

クリックすると、自動的に一番近い点が選択されて、

精度検証までしてくれる機能がありました。

ただ、この機能を利用後、更に点を追加すると、

精度検証結果が0に戻ってしまうというバグがありましたので、

改善致しました。

今後

従来

9．精度検証時、特定の操作を行うと、誤差計算結果が0になる現象を改善しました。
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